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春の花いっぱい運動 

５月の第４日曜日（２６日）は、春季「羽村市花と緑の日」です。 

今年もこの日に「花いっぱい運動」が実施され、保育園、幼稚園、小学校、町内会や 

有志団体など、多くの皆様が花植え作業に参加してくれました。様々な色と種類の花 

が咲き誇り街中が明るくなりました。羽村駅東口の花壇は羽村市園芸組合の皆さんが 

植えてくれました。 
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羽
村
市
農
業
委
員
会 

委
員　

下
田　

壯　

 

 

だ
る
ま
市 

新
春
を
告
げ
る
伝
統
行
事
の
「
だ
る
ま
市
」

が
一
月
六
日
・
七
日
の
二
日
間
、
羽
村
市
役
所

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

縁
起
物
の
福
だ
る
ま
、
一
年
の
「
健
康
長
寿
」

「
商
売
繁
盛
」「
大
願
成
就
」
を
祈
願
し
て
多
く

の
人
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

今
年
で
二
十
五
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

第
一
回
は
、
現
在
の
産
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

の
駐
車
場
で
行
な
わ
れ
、
雪
ま
じ
り
の
天
候
で

全
然
売
れ
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
第

二
回
か
ら
は
、
場
所
を
移
し
て
農
産
物
直
売
所

で
行
な
わ
れ
、
農
産
物
を
買
い
に
来
る
人
、
だ

る
ま
を
買
い
に
来
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
乗
効

果
も
有
り
だ
る
ま
の
売
れ
る
数
も
伸
び
て
い
き

ま
し
た
。 

　

今
年
は
、
八
百
五
十
個
程
用
意
し
て
、
六
百

二
十
個
売
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　

最
初
の
頃
は
、
赤
い
だ
る
ま
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
現
在
で
は
、
八
色
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
特
長
と
し
て
は
、「
赤
」
は
、

家
内
安
全
・
開
運
吉
祥
、「
金
」・「
黄
」
は
、
金

運
・
仕
事
運
向
上
、「
緑
」
は
、
健
康
祈
願
・
ス 

ポ
ー
ツ
上
達
、
「
白
」
・
「
青
」
は
、
合
格
祈
願
・

学
業
向
上
・
就
職
祈
願
、「
ピ
ン
ク
」
は
、
恋
愛
・

結
婚
・
安
産
成
就
、「
黒
」
は
、
黒
字
に
な
る
よ

う
に
と
い
う
願
い
か
ら
商
売
繁
盛
・
事
業
繁
栄

と
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

　

特
に
「
緑
」
の
だ
る
ま
は
、
健
康
志
向
の
影

響
で
完
売
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

ま
た
、「
白
」
の
だ
る
ま
は
、
合
格
祈
願
を
さ

れ
る
方
が
毎
年
多
く
い
ま
す
の
で
一
度
合
格
が

成
就
す
る
と
、
次
の
お
子
さ
ん
の
時
に
も
縁
起

を
か
つ
い
で
来
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　

 
                 

　

お
買
い
求
め
に
な
る
人
の
中
に
は
、
一
人
で

十
個
以
上
の
だ
る
ま
を
毎
年
買
っ
て
い
か
れ
る

の
で
、
ど
う
し
て
な
の
か
尋
ね
る
と
、
幼
稚
園

の
園
長
先
生
で
年
少
組
か
ら
年
長
組
の
各
ク
ラ

ス
の
教
室
に
置
い
て
一
年
た
っ
て
園
児
達
に
願

い
事
を
寄
せ
書
き
し
て
お
焚
き
上
げ
を
し
て
も

ら
う
そ
う
で
す
。 

　

買
い
に
来
ら
れ
る
方
は
、
市
内
を
問
わ
ず
近

隣
の
青
梅
、
福
生
、
瑞
穂
は
も
と
よ
り
入
間
市
、

飯
能
市
の
方
か
ら
来
ら
れ
る
人
も
い
ま
す
。
ま

た
会
場
で
は
、
和
菓
子
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ

る
豚
汁
な
ど
の
販
売
を
行
な
い
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
号
は
、
七
月
号
で
す
の
で
残
り
の
半
年
、

皆
様
の
御
健
康
、
御
多
幸
を
祈
念
し
て
、
羽
村

の
七
つ
締
め
参
・
参
・
壱
で
締
め
さ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

        

  

多摩ケーブルネットワーク中継映像より
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ス
ポ
ッ
ト
★ 

農
業
者 

 
★ 
石
田
武
尚
さ
ん 

★ 

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
で 

貸
借
し
た
農
地
を
活
用
し
て
い
ま
す 

 

令
和
５
年

月
に 

11

市
内
の
生
産
緑
地 

約

ア
ー
ル
を 

13
「
都
市
農
地
貸
借 

円
滑
化
法
」
で
借 

り
ら
れ
て
い
る 

石
田
武
尚
さ
ん 

に
お
話
を
伺
い
ま 

し
た
。 

 

■ 

農
地
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け 

は
？ 

　

両
親
が
手
掛
け
て
き
た
作
物
を
引
継
ぎ
育
て

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
と
、
六
次
産
業
の
視

点
か
ら
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
農
地
を

貸
借
が
で
き
る
と
知
っ
て
農
地
を
借
り
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

  

本
格
的
に
就
農
す
る
以
前
か
ら
休
日
に
両
親

の
畑
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
両
親
は

た
く
さ
ん
の
種
類
の
野
菜
や
果
物
、
花
を
育
て

て
い
ま
し
た
。 

 

■ 

貸
借
し
た
農
地
で
は
、
ど
ん
な
作
物
を
作
っ

て
い
ま
す
か
？ 

　

現
在
は
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
の
他
に
、
紅

は
る
か
、
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
、
安
納
芋
の
サ
ツ

マ
イ
モ
を
栽
培
（
一
次
産
業
）
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
干
し
芋
へ
加
工
（
二
次
産
業
）
し
て
、

独
自
で
販
売
（
三
次
産
業
）
す
る
と
い
う
六
次

産
業
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

 

■ 

貸
借
し
た
農
地
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？ 

　

両
親
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
果
樹
を
育
て
て

い
く
こ
と
や
、
干
し
芋
に
加
工
す
る
機
械
を
購

入
し
た
の
で
、
今
後
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
増
産
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

　

今
後
は
、
新
規
就
農
者
が
そ
の
ま
ま
農
業
を

始
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
や
基
礎
を
作
り
、

古
く
か
ら
農
地
を
耕
し
て
き
た
土
地
を
先
人
た

ち
の
苦
労
を
も
理
解
し
て
く
だ
さ
る
方
に
引
き

継
い
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力
的
な
農
業
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

    　

 

　

 

           

 

    

「
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
」
に
よ
る
生
産
緑
地
の

貸
借
に
つ
い
て
は
、
６
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

貸借した水田では、サツマイモ 3000 本を栽培し、 
一部は、干し芋に加工して販売します

植え付けは援農ボランティアさん６名に 
手伝っていただきました 
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「
農
ウ
ォ
ー
ク
」
参
加
者
が
植
え
た 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
ま
し
た
！ 

 
令
和
５
年

月

日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

11

22

た
「
農
ウ
ォ
ー
ク
」 

の
参
加
者
が
、 

コ
ー
ス
の
途
中
で 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球 

根
の
植
え
付
け
体 

験
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
の
春
、
参
加 

者
の
皆
さ
ん
が
植 

え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ 

プ
が
畑
一
面
に
咲 

き
、
訪
れ
た
多
く 

の
人
が
楽
し
み
ま 

し
た
。 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
掘
り
取
り
が 

実
施
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

５
月
９
日
（
木
）
か
ら

日
（
月
）
ま
で
、 

20

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
掘
り
取
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

                     
 

 

 

天
候
の
影
響
か
ら
計 

６
日
間
の
実
施
と
な
り 

ま
し
た
が
、
延
べ

人 

４００

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

の
方
々
近
隣
の
幼
稚
園 

や
有
志
団
体
の
皆
さ
ん 

に
よ
る
ご
協
力
の
も
と
、 

無
事
に
終
え
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。 

   

西
多
摩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す

る
農
業
実
践
力
養
成
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
、　
　
　

羽
村
市
の
阿
比
留
秀
平
さ
ん
が
農
業
委
員
会
の

石
田
会
長
の
畑
で
現
地
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
方
法
や
管
理
方
法
の
説
明
に　
　
　

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
後
、
下
葉
掻
き
の
研
修
等　
　
　
　

を
行
い
ま
し
た
。 

        

生
産
緑
地
の
見
回
り
を
行
い
ま
す 

実
施
日　

７
月

日
（
木
）
雨
天
延
期 

11

（
予
備
日
…
７
月

日
（
火
）） 

16

都
市
計
画
課
と
農
業
委
員
会
事
務
局
で
特
定

生
産
緑
地
を
含
め
た
全
生
産
緑
地
の
見
回
り
を

実
施
し
ま
す
。
生
産
緑
地
は
、
固
定
資
産
税
の

軽
減
や
一
部
の
方
は
相
続
税
納
税
猶
予
な
ど
の

税
制
優
遇
措
置
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　

月
に
あ
ら
た
め
て
、
農
業
委
員
会
と
し
て

10
全
生
産
緑
地
の
見
回
り
を
実
施
し
、
状
況
に
応

じ
て
適
正
指
導
を
行
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
で

は
、
生
産
緑
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
の
他
の
主
な
活
動 

４
月 

 

日　

 

羽
用
水
組
合
定
期
総
会
・
羽
用
水
保
全
会
定
期
総
会 

24

　

 

日　

 

農
業
委
員
会
総
会 

25
５
月 

 

日　

 

24

　

 

日　
　

 

25

 

日　

 

花
い
っ
ぱ
い
運
動 

26
６
月 

   

日　

 

稲
作
体
験 

8

   

日 
 
 

農
業
団
体
協
議
会
総
会
・
農
産
物
直
売
所
運
営
委
員
会
総
会 

20

農
産
物
直
売
所
開
設

周
年
記
念
式
典 

30

   

日  
 

農
業
委
員
会
総
会 

26

   

日　

 

農
産
物
直
売
所
出
張
販
売 

28

「
農
業
実
践
力
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」 

　
　

（
旧
定
年
等
就
農
者
セ
ミ
ナ
ー
） 

 

農
業
委
員
会
総
会 

園
芸
組
合
花
い
っ
ぱ
い
運
動
花
配
布



5 

  
近
年
、
最
高
気
温
が

度
以
上
の
猛
暑
日
と
な
る
日

35

が
増
え
、
ト
マ
ト
栽
培
に
お
い
て
高
温
障
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
の
高
温
障
害
は
、
裂
果
、
着
色
不

良
、
落
下
な
ど
様
々
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
ト
マ
ト
は

夏
場
の
果
菜
類
で
、
暑
さ
に
強
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
高
温
が
続
く
と
ス
ト
レ
ス
で
株
が
弱
っ
て
き
ま

す
。
夏
場
に
向
け
て
暑
熱
対
策
を
行
い
、
高
温
障
害
の

発
生
を
減
ら
す
こ
と
が
、
ト
マ
ト
栽
培
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。 

 

一　

遮
光
資
材
等
を
活
用
し
た
暑
熱
対
策 

（
一
）
遮
光
資
材
の
種
類
と
利
用 

ト
マ
ト
の
施
設
栽
培
で
は
、
夏
場
の
晴
天
日
に
は
ハ

ウ
ス
内
温
度
が

度
以
上
と
な
り
、
高
温
障
害
が
発
生

40

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
温
期
の
ト
マ
ト

施
設
栽
培
に
は
、
遮
光
ネ
ッ
ト
や
吹
き
付
け
剤
な
ど
の

遮
光
資
材
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

遮
光
ネ
ッ
ト
は
、
施
設
内
の
保
湿
カ
ー
テ
ン
の
よ
う

に
設
置
す
る
内
部
遮
光
と
外
張
り
フ
ィ
ル
ム
の
上
に

展
張
す
る
外
部
遮
光
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
遮
光
ネ

ッ
ト
も
導
入
に
は
、
遮
光
率
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
今
の
猛
暑
を
考
慮
す
る
と
、
遮
光
率
は

％
程
度
必
要
で
す
。
な
お
、「
メ
ガ
ク
ー
ル
」（
三
菱

50ア
グ
リ
ド
リ
ー
ム
）
は
、
い
わ
ゆ
る
日
除
け
で
は
な
く
、

太
陽
光
線
の
熱
線
で
あ
る
近
赤
外
放
射
領
域
を
吸
収

し
、
植
物
体
の
温
度
や
地
温
の
上
昇
を
抑
制
す
る
効
果

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。  

吹
き
付
け
剤
は
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と
し

た
塗
料
で
、
動
力
噴
霧
器
を
使
用
し
て
、
外
張
り
フ
ィ

ル
ム
に
直
接
吹
き
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
降
雨
に

よ
り
流
さ
れ
て
徐
々
に
効
果
が
薄
く
な
り
ま
す
が
、
２

ヶ
月
程
度
は
効
果
が
持
続
し
ま
す
。 

（
二
）
換
気
の
重
要
性
と
循
環
扇
の
効
果 

循
環
扇
は
閉
鎖
環
境
で
あ
る
施
設
栽
培
に
お
い
て
、

効
率
よ
く
空
気
を
循
環
さ
せ
温
度
ム
ラ
を
改
善
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
で
す
。
循
環
扇
と
遮
光ž
遮
熱
ネ
ッ

ト
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
高
い
昇
温
抑
制
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。
施
設
内
の
空
気
を
動
か
す
こ
と
で
、
多
湿
に

よ
る
病
気
の
発
生
を
抑
制
し
た
り
、
薬
剤
散
布
や
葉
面

散
布
後
に
付
着
し
た
散
布
液
を
早
く
乾
か
す
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。 

二　

ト
マ
ト
の
裂
果
防
止
対
策 

（
一
）
定
期
的
な
か
ん
水
で
裂
果
対
策 

施
設
栽
培
は
、
露
地
栽
培
と
比
較
し
て
乾
燥
し
や
す

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
圃
場
が
乾
燥
し
て
い
る
と
石
灰

や
ホ
ウ
素
な
ど
の
水
に
対
す
る
溶
解
度
の
低
い
肥
料

成
分
が
十
分
に
吸
収
で
き
ず
、
花
芽
の
異
常
や
尻
腐
果

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
裂
果
は
急
激
な

吸
水
で
発
生
す
る
の
で
、
定
期
的
な
か
ん
水
で
乾
燥
予

防
と
裂
果
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

（
二
）
植
物
調
整
剤
の
活
用 

ト
マ
ト
の
花
粉
は
高
温
に
よ
り
稔
性
が
低
く
な
る

の
で
、
高
温
期
に
は
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
等
の
訪
花
昆
虫
を

利
用
し
た
受
粉
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
対
策
と
し
て
、

ト
マ
ト
ト
ー
ン
を
用
い
ま
す
が
、
空
洞
果
防
止
の
た
め
、

ジ
ベ
レ
リ
ン

の
加
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
１

10

ppm

花
房
に
３
～
５
花
開
花
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
成
長
点

付
近
の
葉
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
花
房
へ
ス
プ
レ
ー
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
フ
ル
メ
ッ
ト
が
、
放
射
状
裂
果
軽
減

に
農
薬
登
録
が
あ
り
、
幼
果
期
に
５
～

で
散
布

20

ppm

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

施
設
栽
培
の
高
温
対
策
を
実
施
し
、
高
品
質
な
果
実

収
穫
の
た
め
参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
。 

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕 

　

東
京
都
西
多
摩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

電
話　

０
４
２
８
（
３
１
）
２
３
７
４ 

大
玉
ト
マ
ト
の
高
温
障
害
と
そ
の
対
策
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生産緑地は、都市農地貸借円滑化法で貸借できます。 

   

 

■ 有償の場合は、「所有者に相続が生じた場合に農地を返還する」という賃貸借契約は

できません。無償の場合は、こうした貸借契約を結ぶことができます。 

　（契約内容をよく話し合うことが大切です）

留
意
点

特
長 

■ 貸借期間が終了すれば、必ず所有者に返還されます（貸借の更新も可）。 

■ 要件を満たせば、法人が借り受けることも可能です。

■ 貸借中に貸付人（農地所有者）に相続が発生した場合、借受人の年間農業従事日数の 

1 割以上農業業務に従事していれば、「主たる従事者」として認められます※。 

この場合には、買取申出をするにあたり借受人から農地の返還を受けることが必要 

です。 

　※「主たる従事者」として認められるためには、認定申請書か契約書に貸付人の農業

従事内容を記載し、毎年、借受人を通じて市に報告することが必要になります。 

主
た
る
従
事
者
証
明 

と
買
取
申
出

【
編
集
後
記
】 

 

　
　

桜
散
り　

一
足
跳
び
に　

初
夏
が
く
る 

ふ
と
目
に
と
ま
っ
た
俳
句 

ま
さ
に
こ
の
春
同
様
、
桜
吹
雪
の
後
に
待
っ
て
い

た
徐
々
に
で
は
な
く
一
気
に
気
温
の
上
昇
を
表
現

し
詠
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
かžžž

日
本
に
は
、
菜
種

梅
雨　

五
月
晴
れ　

梅
雨
寒
な
ど
季
節
ご
と
に
季

語
に
な
る
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
近
年

こ
れ
ら
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

農
業
も
こ
れ
ら
を
肌
で
感
じ
取
り
な
が
ら
種
を

蒔
き
、
苗
を
作
り
、
作
付
け
し
塩
梅
を
み
る
。
昔

か
ら
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
き
た
営
み
が
並
で
は

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

農
業
は
毎
年
が
一
年
生　

 

こ
の
言
葉
の
意
味
を
年
々
意
味
深
く
思
い
返
し

ま
す
。
今
年
は
既
に
気
象
庁
か
ら
熱
中
症
ア
ラ
ー

ト
が
運
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
体
調
に
留
意
し

て
こ
の
夏
も
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

（
三
記
）

 

【
編
集
委
員
】 

宮
川
篤
、
井
上
淳
孝
、
阿
部
慎
也
、 

下
田
壯
、
宮
本
健
司 

【
事
務
局
】 

羽
村
市
農
業
委
員
会
事
務
局 

　

（
産
業
環
境
部
産
業
振
興
課
農
政
係
）

・・・農業者年金に加入しましょう・・・ 

メリット　⇒　節税効果が大きい！　 

※支払う保険料は全額社会保険料控除の対象となります。 

 

 


